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先に「教本」を読んでから始めてください。
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嚢

　

※本書のすべて 鰍 雷．図の転載、複製 改
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憂 転 売 等 の ニ 次 利 用を禁じます。
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注

　

意

　

事

　

項

１

　

空欄を埋めてください。（記入方法は自由です。）

２

　

分からない場合には、「教本」を見ながら空欄を埋めてくだ
さい。

３ 「教本」を見て空欄を埋めた場合には、声に出して読んでください。

事前講習に来られるまでに、交通誘導警備業務２級検定の教本を

できるだけ多く、繰り返し、読んでください。

学科は、教本の予習・復習が重要です。

この事前課題は、受講生がより多く教本を読む“見る
ｏ覚えるた

めの機会を増やす事を目的に教本全体を対象として作成していま

す。

上記目的の課題ですので．特別講習の試験問題とは関係ありませ
ん。

この事前課題だけで学科試験は大丈夫というものではありません

ので、しっかりと教本全体を繰り返し読
んでください。

・学科試験は、五枝択一式の６０分間で問題数
は２０問です。

・９０％以上で合格です。

。実技は、６科目で１００点になり９０％以
上で合格になります。

・文言などをしっかり覚えてきてください。



１．「警備業務」とは、Ｌ

　　　　

」をこ応じて、人の生命、身体、財産等
に対する

　

危害の発生を警戒し、防止する業務をいいます。

２．ひとたび警備員の誘導ミスを原因
とする交通事故が発生すると、社会に大き

鶴 １

　　　　　　　　　　　　　　

ゴ

　　　　

ー
３．警備業務が、公的権限を行使し得る

警察業務とは本質的を

４．警備員の行う交通誘導警備業
務は、道路交通法の規定により警察官等

が

　

行う交 通 整 理 のようなＬ

　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　

十

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　
５．警備業者は、その警備員をこ対して

専門的な

　

行う義務がある

　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　

」 雑踏警

　

備業務［；÷÷；÷÷ ：：コの□種卸Ｊです

７．１級は当該警備現場をこおけ
都

　　　　

１としての役割

　

２級をま当該警備現

場における１

　　

」の役割が期待される

８． 警備業法の第２条第１項第１
号業務をこは１

　　　　　　

」があり 第２条第

　

Ｉ項第２号業務をこは 「

　　　　　　

１雑踏警備業務 がある

９． 警備員とは警備業者の使用人
その他の従業者で１

　　　　　　　

」もの

　

をいい、警備業務以外の業務に従
事する者や営業のみに従事する者は、

　

警備員にはＬ

　　　

ｊ

１０．警備業者及び警備員は、警備業
務を行うに当たっては、内閣府令で定める

　

Ｌ

　　　　

Ｉに基づいて定められた制服と色、型式又は標章をこより、明確

　

に識別することができる服装を用いなければなりません

１１．基本的人権の公共の福祉による制
約の程度は、それぞれの自由及び権利

　

の性格によっ可

　　　　

ｉ

１２．正当防衛の「急迫」とは、将来
侵害されるおそれがあるだけの場合や、既をこ

　

侵害が終わってしまった±場合をこは、正当防衛 丸

　　　　　

１

１３．緊急避難の要件をこ当てはまる場合
でも、業務の性質上、危難に立ち向かう

　

べき義務のある者は、一般人と同じように
ｌ

　　　　　

ｉをすることは許され

　

ません

１４．現行犯逮捕の
「罪」とは、特定の罪（例えば、窃盗、

傷害等）を指します。した

がって、単なる１
，
９
つて、何らかの罪を犯している疑い

があるだけ

　

では不十分であり、

　　　　

とはいえません。

１５．遺失物法の「遺失者」とは、
物件の占有していた者をいい、当該物件の所有

　

者のをまか、物件をＬ

　　　　　

阪び使用していた者等も

１６．道路交通法（第１０条） 歩行者の
通行方法

　　

歩行者は歩道等と車道の１ 道路では１

　　　　

にとが定めら

　

れており、これをこより対面通行による
安全確保が図られている



１７．道路交通法（第１２条） 横断の方法におい
て

　

「車両等の直前又は直後」とは、Ｌ

　　　　　　

Ｉの車両等の直前ｏ直後

　

を指します

１８．道路交通法（第１７条） 通行区分

　

歩道等と車道のｌ

　　　　　

ｒで、車両が道路外の施設等に出入
りする場

　

Ａ

　

一時的に歩道等を通行することになりますが、その場合の例外として歩

　

。 ・

　

道等の通行が認められています。ただし、歩道等のＬ

　　　　　

」し数千

　

者の通行を妨げないようにしなければなりません

１９．道路交通法（第２５条） 道路外に出る場
合の方法

車両が道路外に出るために左折するときの、道路の１

　　　　　

１と徐才千

義務を定めています。「徐行義務」とは、道路のＬ

　　　

Ｉ場合についての

み課せられたものではないので、車両は、左折又は右折を完了して
道路外

へ出るまで１

　　　

１しなければなりません

２０．道路交通法（第４０条） 緊急自動車の
優先

　

交差点又はその付近において、緊急自動車が接近してき
たときは、車両は

　

交差点を避むナかつ、道路の［コに寄って
「一＝『」し都ナればなりません。

　

また、交差点又はその付近以外の場所に
おいて緊急自動車が接近してきた

　

は、車両は道路の［コに寄ってに 紐
進路を譲ら都すればなりません

２１．主に高速自動車国道等において
使用される資機材として、Ｉ

　　　　

Ｌ発

　

電機、Ｌ

　　　　　

Ｉ車両、大型セフティコ ン等があります

２２．クッシ ンドラム内には［＝旗は砂袋が入っており、［ニコに厚
く設置するこ

　

とによって、車両等の衝撃時の衝撃
を緩和することができます

２３．車線規制用標識車両は車両に対
し、工事に伴う規制帯の明示やー

　　　　

１

　

等を促すことを目的として使用するものです。車線規制用標識車両は、規制

　

糊

　　　　　　

１付近に設置されることが一般的です

２４．工事用信号機は公安委員会が法令に
よって設置するものと；薄；コ、あくま

　

でも道路工事等の施工業者がより安全を期すために任意に設置されるもの

　

です。一般的には、危険防止のため警備員の
誘導と［コされています

２５．無線機の通話上の留意点として、マ
イクは、口から－

一一『
化ンチメートル離

　

して、［ニコ大きさの声で話す。また、
呼び出しに対する応答がないときは、

　

いたずらに呼出しを繰り返すことなく、チャンネル、電源、音量等をー

　　　　

ｉ

２６．車道規制時の設置要領としｉ
交通流に」

　

線
”則の保安用資機材

　

は、隙間なく並べて仕切る
が、

　　　　　　

中央線上等）の保安用資機材

　

は、適当な間隔を空けて配列
してもよい



２７．歩行者用通路の設置要領として、保安柵
やセフティコーン、コーンバー等に

　

よって、十分な－幅員（通常［： 一トルやむを得ない場合
でも［ニコメ トル

　

以上）の歩行者用通路を確保する

２８．合図の方法の基本的留意事項では、交通誘導警備業
務ま、相手の［：＝コ

　

メ式ニコに基づいて行われるものであり、特別そこ権限を有する者のような指示

　

や命令をすることがないようにする

２９。合図の方法の具体的留意事項では、走行中の
車両の［コに出て停止を求

　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　

Ｉまた、誘 導となる車両の
死

　

めるこ掴ま、極めて危険なので

　

角に入らないよう注意し、常に運転者から警備員の存在
が１

　　　　

に誘

　

導する

３０．警笛の使用方法では、Ｌ

　　　　　　　

Ｉ歩行者や車両等に対しては、

　

周囲の状況からみて、そのまま進行を継続させることがＬ

　　　　

Ｉ判断さ

　

れる場合に限り、１

　　　　

１して吹鳴し、停止を促す

３１．合図実施のための位置の選定では、歩才テ者
や［＝恥ら警備員自身の存在

　

が［コに確認でき、警備員からも周辺の交通状況掛
「÷÷÷：：：コ位

　

置で行う

３２．合図実施中における受傷事故の防止の基本
的事項では、夜間の交通誘導

　

警備業務ま［コ夜光チョッキを着用し、照度の十分な誘導灯を使用する。

　

また、交通誘導警備業務用資機材は、１

　　　

１もの又は反射装置を施した

　

ものを使用する

３３．警備員はその業務の性格上、事件や事故に
遭遇した場合に、周囲の人た

　

ちか銚

　　

１かつ迅速な連絡を行えることが期待されています。緊急事案

　

発生時の連絡の適否は、その後の事件や事故等の推移に１

　　　　

陵与

　

える

３４．一次救命処置はＡＥＤや感染防護具
などの器具を用いて行いますが、特別

　

な１

　　　　　

能でも行うことができます

３５．呼吸を確認するには』句と腹部が上下に動いている
かを□秒以内で目視し

　

て行います。動いてない場合は、糸止茅少かけても判断
に迷う場合は、呼吸

がないものと判断します

３６．反応力薄くなった負傷者を［：コにしておくと、幅
吐した場合に気道が詰ま

　

り窒息するおそれがあるので、嘘吐物が自然に流れ出るように、負傷者が
ｔコ

　

を向く姿勢をとらせます。このときの姿勢を
「回復体位」といいます

　

，

　　

，３７．「熱中症」とは、室温や気温がＬ
ー中『
ド、体内の水分や塩分などの

　

が崩れ、体温の調節機能が働かなく
なり、体温上昇、めまい、体のだるさ、

　

ひどいときには、けいれんや意識の異常な
ど、様々な症状を起こします



３８．護身術というと、各種の格闘技、武
道、武術等を思い浮かべ、相手を制圧す

　

ることをイメージします。しかしながら、
「護身術」とはＬ

　　　

にとであり、

　

相手を制圧、撃退するー

　　　　　　

ーせん。危険な状況を作らないこと、

　

危険な状況からいち早く遠ざかり身の安全を確保することなど、Ｌ

　　　　

Ｉ

Ｉ

　　　　　

Ｉ護身術であるといえます。
３９．護身術の留意事項“犯人と向かい

合ったとき副

　　　　　

１をとる

切護身用具を使用する場合は、Ｌ
掴
め適用 翻

内にとどめるよう配意す

　

る。また、護身用具を使用する場
合は

　　　　

の部位を打つなど、相手に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

いて十分に注意する

４２．徒手による護身術の右の構えとは、より
強く相手に不信感等を感じたときに

　

鋤こ構える体勢で、基本の姿勢から［コを約半歩［コ庭め、
左かかとをや

　

や内側にずらし、両腕は自然に垂らし、相手を注視
します

４３．消火器の使用方法は １。安全栓を抜く
２．Ｆ
÷

　　　　　　　　　

ー３．レ

　

バ←を握る

　

の順である

４４．「警備員の行う現場保存」とは、犯
罪や事故の現場を！

　　　　　　

終保存

することにより、警察官の採証活動に協力する活動
です

４５現場保存では、現場を中心に、できる限り［コ範
囲を保存する。又保存範

　

囲への立ち入りは、［ニコであってもｒ：÷：：コ

４６護身用具を携帯していないときであっても自分の身は自分で守れるように・

　

常日頃から徒手で行う護身術効

　　　

１し体得しておく必要があります

４７．緊急自動車の優先において、
「
一「
区はその付近において、その道路が

１

　

」となっている道路むこおいてその お
１
雪
ることが緊急自動車の通

　

行を妨げることとなる場合にあっては、道路の

　　

に寄ってＬ

　　　

Ｉしなけ

　

ればなりません

４８ｒ
〒－『
更拾得した場合は、遺失者又は警察署長に亡：ゴ

ー
以内に返還

　

又は提出した場合には、保管費ｐ報労金等を請求する権利
があり、遺失者

　

に返還後、１

　　

以内に請求しないと権利を失う

４９。 定は、１

　　　

１公安委員会が行う学科試験及び実技試験を受験する方

　

ー
．
ヒ

　　

ー

　

法と、

　　

公安委員会の登録をうけた者が行う講習会を受講し、その課程を

　

鱈；コして、Ｌ
÷｝コ公安委員会が行う学科試験及び実技試験を免除さ

　

れる方法があります

　　　

し

　　　　

，とは、不審者に対して声かけを行５０．徒手による護身術における

　　　　

ー

　　　　

にきる体制です

　

うときなどに使用し、万が一襲われても



５Ｌ止血の方法は、１

　　　　

１を基本とします。「１

　　　　

１」とは、出血して

　

いる傷口の上に直接布切れやハンカチ、ガーゼなどを当てて圧迫する方法

　

です

５２．「工事予告」標示板ま、原則として、工事現場の手前
「ーーー 「から［ニニコ

［÷‐‐‐‐÷「の道路上の［コ（中央線側の工事の場合は中央線側に設置する

こともある）に設置する

５３．交通誘導警備業務ま、Ｌ

　　　　

になく、一般の歩行者や車両をもその

　

対象としていることから、ひとたび警備員の１

　　

」を原因とする交通事故が

　

発生すると、社会に１

　　　　

ドを及ぼします

５４．合格証明書が交付されない者には、１

　　　

１の者、合格証明書の返納を

　

命ぜられた日から起算して［コを経過しない者 が該当する

５５．「交通整理のおこなわれていない交差点」とは、信号機の
表示する信号、警

　

察官等ｑ

　　　

による交通整理がｉ

　　　　　　

ｌ交差点のことをいいま

す
５６．胸骨圧迫は、胸骨ｑ

　　　

に手のひらの下の部分を当て、その手の上にも

う一方の手を重ねる

５７．走行中に目の前こ障害物が現れたら、［コの運転者は［ニコこノ、ンドル

　

をＬ

　　

跨の障害物を避けようとします

５８．進行の合図は、手旗等を進行方向に振りながら、短音（約［コ秒間、
大旗

　

の場合は鱒華ゅ間）を吹鳴する
５９．合図実施中における受傷事故は、車両や［コとの接触事故のほか、

転倒

　

村

　　　　

１などの受傷事故が発生しています

６０．後進誘導を行う位置は、原則として、車両の側面から１

　　　

１以上、車両

　

後部から「
｝÷－← ］離れた位置で、サイドミラー等で運転者から［；コ

　

位置で行います

６１．「後ろさばき」掴ま、［；；；コとなり、［コザ÷÷÷÷「に引くと同時に、□

　

を打ち払い、突きの軌道を逸らし、身構えます

６２．「一次救命処置」には、Ｌ

　　　

Ｉ筋骨圧迫や人工呼吸）、Ｌ

　　

１（Ａ１Ｄに

　

よる電気ショック）Ｌ

　　　　　　

ー（口の中の物を取り除く）がある

６３．横断歩道のない交差点に歩行者の優先で、
「交差点の直近」掴ま、交差点

　

の付近よりも近い距離にあることであり、おおむね［＝：：：コないし［

　

一トル以内をいいます

６４．憲法では「何人も、１

　　　　　　　　　　

１を除いては、権限を有する

」：：：コが発し、且つ理由となってゐる犯罪を明示する仁コによらなけれ

ば、逮捕されない」と不法の逮捕を受けない権利につい
て定めています



６５道路交通法の目的とは、道路をこおける［；鯵防止し、その他交
通の安全を

　

図ること・交通の円滑を図ること。道路の交通に起因す湖；コの防止に資す

　

ること である

　　　

Ｌ

　　　　　

ー等で、通行車 両こー

　　　

ーするもの６６．誘導ロボットは、主に

　

として使用されます。最近では様々な種類があります
が、人型ロボットのスイ

　

ングする片腕に誘導灯や旗などが装着され、車両こ対し１

　　

１や徐行を

　

促すものなどがあります。規制帯［コ側の導流帯 ［＝艶点付近をこ設置さ

　

れることが一般的です

６７，合図実施中の受傷事故の防止の基本的
事項では、合図を受ける対象車両

　

からＬ

　　

１、警備員からＬ

　　　　　

ー、機敏に動くことができる安
全な

　

位置を選定する

６８。［；黙り［＝乾心がけた通報が行えるよう日頃
から訓練しておく必要があり

　

ます

６９．基本動作における「休め」は、その場で口足
を緒；陀ンチメートル（両かかと

　

の内側を結ぶ最短距離）横むこ開き、体重紅コ庭にかける

７０．１

　　

」公安委員会は、公共の安全維持の観点からＬ

　　　

松安委員会

　

規則を定めて、護身用具の携帯を禁
止又は１

　　

」ことができます。また、

　

その警備業務開始ｄニコまでロ
ー÷ 「
Ｊ公安委員会に届け出るこが義

　

務付けられています

７１．交差点をこおいて右折しようとする
車両等は、交差点に入った時点の前後

を

１

　　　

１、その交差点において直進し、又
は左折しようとする車両等の進行

１

　　

１をしてはなりません

７２．憲法では、「労働者の団結する権利及び団
体交渉その他の団体行動をする

　

権利は、これを保障する。」と定め、団
結権、団体交渉権、Ｌ

　　　

」の労

働三権といわれる労働基本権ヨ：コしています

７３．熱中症の予防及び対策では、交通誘導警
備員は［：コ労働環境をこあり、

　

近年の気団ニコにより熱中抱こよるＬ」事故も発生してし、ますので、予防

　

及び対策が必要です

７４．各種事案の通報において；まあわ さ
」 ！増

すと正確をこ伝わらないう

　

え、時間もかかります。
自分だけで

　　　　　　

とせず、落ち着いてきかれ

たことに正確に答えるのがよい方法です

７５．Ｌ

　　

訟安委員会は、警備業務の実施の適正を図る
ため、その種別に

　

応じ、警備員又は１

　　　　　　　

」者について、その知識及び能力に

　

関する検定を行い、合格した者に対し、種別
ごとにＬ

　　　

Ｉを交付します

７６．交通誘導警備業務ま、Ｅニコで行われる
こが 多いため、社会全般の安全

　

にＬ

　　

Ｉしています



７７．回転灯、回転警告灯は、車両に対し、１

　　　

」が行われていることを知らせ、

１

　　　　

にとを日的として使用されるものです。－般鰍ｄ
一一
め回転灯が

　

使用されていますがＪ‐

　　　　　

１等では赤色系で大型の回転警告灯

　

が使用されることがあります

７８．［コによる幅寄せの合囲ま、体を車両に対して、［
一 「にする。警備員

　

から見て左に寄せる場合は、右手ｑ

　

ｊを持ち頭上やや右前方に上げ、車

　　　

ｉ

　　　　　　　　　

」

　

両を注視しながら、

　　　　　　　　　　　　

に向かって振る

７９．警察に １１０ 番通報すべき事案のうち、警備員が遭遇することが予想
される

　

主な事業こは、Ｌ

　　　

が発生したとき、けんかをしているのを目撃したり、

　

暴力や暴言で他人に迷惑をかけている人を目撃したとき、刃物などの凶器

　

を持っている人を目撃したとき、Ｌ

　　

１や車両を日撃したとき、資機材置

　

場などから他人の財物を盗んでいるのを目撃したとき、街路灯に投石したり、

　

器物を損壊したりしているのを目撃したとき

　

がある

８０．粉末消火器の使用上の留意点では、［；た
、しようする場合は、風による消

　

火剤の飛散を防止するため［コから放射する
±『一－一に交付する８１．施設において物件を拾得した場合は、

速やかに

８２．憲法では、基本的人権の保障を１

　　　　　

けるとともに、固有普遍性と

　

１

　　　　　

Ｅという性格を明らかにしています

８３節度ある礼式は、警備員の心をＬ

　　

」規律ある職場を形作るとともに警

　

備員に対する一

　　　　　

隆高めるものです

８４．誘導灯は、主圏

　　　　

時に使用することが多く、地域によっては昼間

　

に使用することもあります。一本の誘導灯で赤旗、Ｌ

　　　

Ｉの役日をさせ

　

るため、１

　　　　

ト反対の素手によって合図の補足をしたりする必要も

あります

８５［＝：コは捕手からの攻撃を防ぎ受傷事故を防ぐためのものです。的確に

　

応じられるようをコ

　　　

陸行い体得する必要があります

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　 　

　　　　　

　　
８６－が

′裂

　

こノ、

　　　

、

　

爾

　

、

　　　　　　　　　

」

　

」」 、

１

　　　　

一」といいます

８７．［ニコの合図や不必要な動作は、相手＃
÷「
きせるだけでなく、合図として

　

正確にＩ

　　　　

Ｐで、動作及び警笛の吹鳴は、１

　　　

１通りに行う

８８．正当防衛をこおいて、
「不正」とは、［：コと同意です。したがって、正当防

衛

行為に対しＬ

　　　

陸行うこと０まできません

８９．警備業務対象施設内等において、不審な人物を発見
した場合は、施設管

理権に基づき、痴

　

『
睡肇
で質問等を行えるだけであり、警

　

察官が行う職務質問のよう≠

　　　　　　

はありません

９０心肺蘇生やＡＥＤの使用を素早く行うことで、生存率梢」

　　　

１がＬ

　　

Ｉ


